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ここがポイント！【研究内容】

小規模水道のためのサステイナブルな
地域環境デザインについての研究
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日本の水道普及率は98%であり、蛇口を捻れば安全な水が飲める。
しかし、一部山間地域の集落では、水道設備が住民管理されてい
て、水道事業に含まれない水道が存在する。
研究対象は、山間部の過疎地域の個人水道や集落が管理する水道
設備管理である。村の長老が塩素や砂を担いで山を登り、安全な
水を得るために、苦労する手作り浄水場がある一定数全国に点在
している。
それらの小規模水道の状況を調査し、設備管理や政策面で持続可
能な方策を提案をすることを研究している。また、次世代教育に、
洛中洛外図屏風を用いた環境教育教材の開発を行なっている。

地球環境学、水ガバナンス、地域デザイン

応用分野 環境政策、水ガバナンス、小規模水道設備管理と経営、環境教育
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